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福岡県育成系統における葯培養適性の品種間差 
 

○宮原克典・和田卓也・井上敬 1） 
（福岡農総試・1）行橋農林京築普及センター） 

 
【目的】 
  葯培養法は，水稲の品種育成において，育種年

限を短縮させることのできる有効な手法である。

葯培養法におけるカルス形成率および再分化率に

は，品種間差があることが明らかになっているこ

とから，葯培養法を効率的に活用するためには，

カルス形成率や緑色体再生率が優れる葯培養適性

の高い交配母本を選定することが重要である。 
 そこで，福岡県育成の品種・系統の葯培養適性

を評価し，交配母本として用いる系統を選定する。 
【材料および方法】 
  供試品種・系統として「夢つくし」，「元気つ

くし」，「つやおとめ」，「ちくし 70 号」，「ち

くし 71 号」，「コシヒカリ」，「日本晴」，「ヒ

ノヒカリ」を用いた。2011 年 6 月 9 日に 1/5000a

ポットに移植し，8 月に葉耳間長 2～8cm に達した

穂を採取し，0.5%コルヒチンで 16 時間処理した。

10℃で 7～10 日間冷蔵処理した後に，葯を採取し

た。採取した葯をカルス形成培地に置床し，30～

40 日後にカルス形成率を調査した。さらに，形成

されたカルスを植物体再生培地に移植し，30～40

日後に緑色体再生率，アルビノ個体率を調査した。 
【結果および考察】 
 葯当たりカルス形成率は，「ちくし 70 号」

(21.8%)，「ちくし 71 号」(15.6%)が葯培養効率の

低いとされる「コシヒカリ」(2.2%)と比較して高

かった。カルス当たり緑色体再生率は，有意差は

無かったものの，「ちくし 70 号」(56.6％)が「日

本晴」(48.8％)と同等以上に高かった(表 1)。 
 これらを乗じて算出した葯当たり緑色体再生率

は，「ちくし 70 号」(12.3%)，「日本晴」(6.5%)，

が「コシヒカリ」(0.8%)と比較して高く，葯培養

適性が高いと判断された（表 1）。 
 この中でも特に葯培養効率が高かった「ちくし

70 号」の育成系譜上には，葯培養効率の高い「中

部 56 号」1)があることから，「ちくし 70 号」の

葯培養効率の高さは，この遺伝的影響を受けてい

るものと推測された。 
 また，アルビノ個体率が全体で 42.7％と高い

中，「ちくし 70 号」では 27.3%とやや低い傾向が

見られており，このことも葯培養効率を向上させ

る要因となったと考えられる(表 1)。 

【引用文献】1)古野ら 九農研 54:1 (1992) 

 
図 1 葯培養効率の高い「ちくし 70 号」の系譜図 

太字ゴシックは葯培養効率の高い系統 

表 1 カルス形成率と植物体再生率の品種間差 

品種・系統 

葯当たり 

カルス形成率 

(a) 

カルスあたり 

緑色体再生率 

(b) 

葯当たり 

緑色体再生率 

(a×b) 

アルビノ 

個体率 

  (%) (%) (%) (%) 

夢つくし  6.5 bc 32.9   2.1 c 44.7 

元気つくし  12.6 abc 37.4   4.7 bc 44.0 

つやおとめ  10.4 abc 18.9   2.0 c 45.7 

ちくし 70 号  21.8 a 56.6   12.3 a  27.3 

ちくし 71 号  15.6 ab 24.5   3.8 bc 55.9 

コシヒカリ  2.2 c 37.0   0.8 c  37.5 

日本晴  13.4 abc 48.8   6.5 ab  44.7 

ヒノヒカリ  8.6 abc 25.9   2.2 bc 43.1 

 
注）異英文字間に 5％水準で有意差あり。（多重比較 Tukey-Kramer 法） 
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多収で高温登熟性に優れる早期水稲新品種「夏の笑み」の育成
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【目的】

宮崎県の早期水稲は，「コシヒカリ」に作付が

集中し，2010年産では早期水稲の作付面積の98％

以上を占めている。作期分散を目的に2002年に多

収・極良食味品種の「さきひかり」が奨励品種に

採用されたものの，玄米の外観品質が劣り，高温

年には特に白未熟粒の発生が多くなるなどの問題

から作付面積は年々減少しており，「さきひかり」

の代替となる品種が求められていた。

そこで，耐倒伏性が強く多収で，高温登熟性に

優れる極良食味品種「夏の笑み」を育成したので，

その特性を報告する。

【育成経過】

「夏の笑み」（系統名「宮崎45号」）は，2001

年宮崎県総合農業試験場において，高温登熟性に

優れる「西南115号」を母，極良食味の「南海128

号」を父として人工交配を行った組み合わせに由

来する。

同年冬にＦ１を養成し，初期世代は集団育種法で

表１　「夏の笑み」の特性概要

夏の笑み コシヒカリ さきひかり

早生の晩
偏穂数型

早生の早
偏穂数型

早生の晩
偏穂数型

7.02 6.25 6.29

8.08 7.28 8.07

64 78 68

17.3 17.3 18.2

471 472 450

強 やや弱 強

やや易 難 中

難 難 難

強 中 やや弱

葉いもち やや弱 やや弱 やや弱

推定遺伝子 Pii ＋ Pii,a

穂いもち やや弱 中 弱

白葉枯病 弱 弱 中

縞葉枯病 罹病性 罹病性 罹病性

62.4 54.4 57.3

115 100 105

20.8 21.0 23.1

4.4 3.9 5.3

2中 1下 3中

0.49 0.00 0.43

5.9 6.6 6.4

15.3 15.5 14.9

注1)1(上上）～9(下下)の9段階評価

注2）1(1等の上）～10(規格外)の10段階評価

注3)食味官能試験における場内産コシヒカリに対する値

注4)2005～2011年の平均値(2007年除く)

耐倒伏性

系統名・品種名

早晩生（早期水稲）
草型

出穂期(月.日)

成熟期(月.日)

稈長(cm)

穂長(cm)

穂数(本/㎡)

ｱﾐﾛｰｽ含有率(%)

穂発芽性

脱粒性

高温登熟性

耐
病
性

玄米重(kg/a)

同上標準比率(%)

玄米千粒重(g)

玄米品質１）

検査等級２）

食味総合値３）
ﾀﾝﾊﾟｸ質含有率(%)

世代を進め，2003年のＦ４世代に個体選抜を行い，

以後，系統育種法により選抜固定を図った。

2005年Ｆ６世代に「早系743」の系統名で生産力

検定及び特性検定試験に供試した。2009年Ｆ10世

代からは奨励品種決定本調査に供試し，収量・品

質等に優れることから2011年度に宮崎県において

奨励品種に採用された。

【特性概要】

「コシヒカリ」と比較して稈長は14cm短く，穂

長は同程度である。穂数はやや多く，草型は“偏

穂数型”である。出穂期は「コシヒカリ」より7

日，「さきひかり」より3日遅く，成熟期はそれ

ぞれ11日，1日遅い。暖地では“早生の晩”に属

する。耐倒伏性は「コシヒカリ」より強い“強”

である。いもち病真性抵抗性遺伝子型は“Pii”

を持つと推定される。葉いもちおよび穂いもち圃

場抵抗性は“やや弱”である。白葉枯病抵抗性は

“弱”，縞葉枯病に“罹病性”，穂発芽性は“や

や易”，脱粒性は“難”である。収量は「コシヒ

カリ」より15％以上多く「さきひかり」よりもや

や多い。千粒重は「コシヒカリ」と同程度で，炊

飯米は強い粘りを持ち食味は，「コシヒカリ」以

上の極良食味である（表１）。

高温登熟条件での白未熟粒の発生が少なく，高

温登熟性は「金南風」と同程度の“強”である（表

２）。外観品質は「コシヒカリ」に近く，「さき

ひかり」より明らかに優れる（図１）。

図１ 玄米品質の比較写真

左：夏の笑み 右：さきひかり

表 ２ 　 高 温 登 熟 性 検 定 試 験 に お け る 判 定

品 種 ・ 系 統 名 判 定 値 判 定

夏 の 笑 み 4 . 8 8 強

ふ さ お と め 4 . 0 0 強

コ シ ヒ カ リ 2 . 5 0 中

さ き ひ か り 2 . 0 0 や や 弱

注 ） 判 定 値 　 5 ( 強 ) ～ 1 ( 弱 ) の 5 段 階 評 価

　 　 8 例 （ 2 試 験 × 4 年 ） の 平 均 値
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